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はじめに

表面張力に及ぼす酸素の影響

目的 Po2へを精密にし溶融ニッケルおよび溶鉄の表面張力
を測定し，

雰囲気酸素分圧（Po2）の考慮
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実験方法

電磁浮遊法(EML)

表面振動から表面張力算出

Cummings & Blackburn (1991)

Lord Rayleigh (1879)
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結果

単純気体混合法(Ar-He)

緩衝気体混合法(H2-H2O, CO-CO2, H2-CO2)

酸素が局所的に消費されてもガス平衡によってPo2が安定

Po2が融体表面で局所的に低下する

考察

まとめ

Fe

緩衝ガスの有無で酸素分圧依存性が異なってくるの可能性がある

Po2の温度依存性によるブーメラン形の
温度依存性と，H2還元雰囲気でのくび
れ挙動を初めて実測
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諸星らの結果ではくびれ挙動は見られていない

• 緩衝ガスの有無によるPo2への影響について確認する

• Po2の温度依存性によるくびれ挙動の有無を再検証する
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Ni
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• Ni融体の表面張力でも緩衝ガスの有無によって表面張力
に対するPo2の影響が異なった
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• 緩衝ガスの有無によって表面張力に対するPo2の影響が異なった

• 測定者によらずくびれ挙動が確認された

 酸素の表面吸着
 経路への物理吸着
 試料蒸気との反応

Ar-He（Po2＝10-7 atm)
CO-CO2

Present work
▲ Ar-He（Po2=10-7atm）
■ H2-CO2

• Po2を比較的高い値に制御すると、液体鉄・ニッケルの表面張力に
ブーメラン形状の温度依存性が見られる

• 液体鉄・ニッケルの表面張力測定時に，単純気体混合法を用いた
場合，吸着や試料蒸気との化学反応などの酸素の消費により，
融液表面付近ではPo2が低くなる

• Ar-He-5%H2などの還元ガス雰囲気の一定濃度下では，表面張力
の温度依存性にくびれ挙動があることが明らかになった
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